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あ、自分にもできる（親近感）活動があるかもしれない（興味・関心）参加してみよう（行動） 
そんな会員向け通信を目指しています。 

 
すでに定着した感のある「人生 100 年時代」、課題はいかに健康で長生きするかだ。「フレイル予防」に
取り組んでいる江村会員は、シニアが早くフレイルの兆候（歩行速度・握力低下、汁ものでむせる、外出
が億劫 等）に気付き、行動することが重要だと言う。 
事の始まりは「健康・医療研究会」だった。前職が医療関係だったこともあり、DF でシニアの健康長寿の
研究に取り組んだ。そして、DF内だけではなく外部とも知識を共有できないかと考えるようになった。そこで
威力を発揮したのはDF会員たちのコネクションだ。元厚労省事務次官の辻哲夫氏とのご縁で東京大学
IOG（注＊）への協力、現在は地域おこしを推進している企業と連携し、フレイル予防を地域のコミュニ
ティ作りに生かす提案が進行中である。 
フレイル予防の 3 本柱は「栄養」「運動」「社会参加」と言われているが、最も身近な方法は「料理」だそ
うだ。「男子厨房に入れ」が皆さんへのおすすめだ。 
談 江村泰一 （1060） 
 
編集部注記）フレイル「Frailty（虚弱）」は、日本老年医学会が 2014 年に提唱した概念で、健康
な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態です。適切な予
防・対応により要介護状態に進むことを防ぐと言われています。 
＊＊ 握力計とチェックシートを事務所に設置しました。セルフチェックに是非ご利用ください＊＊ 
 
東京大学 IOG︓東京大学高齢社会総合研究機構。「個人のエイジング」と「地域社会」の両面から諸
問題の解決に取り組み、分野横断型で地域社会に還元/実装する研究機構 
 

 



 

 
塔下和彦（1525） 

山陰には名湯が多い。車中泊の気儘な旅すがら、何の予備知識もなく立ち寄ったのが島根県中部の石
見地方の有福温泉だ。山あいの傾斜地に旅館や浴場が立ち並び、風情ある景観を産み出している。ほ
んの数年前には、旅館が３軒、飲食店が０軒まで減少し衰退が著しかったとのことだが、現在では見事
に再生し宿が 11軒、飲食店が２軒となっている。  
コンセプトは「温泉地まるごとホテル構想」で、街全体をひとつの宿泊施設に見立て、セントラルキッチン的
な位置づけのレストランの誘致と３ケ所ある共同浴場の活用による「泊/浴/食分離」を通じて、各施設
でうまく機能分担を図っていくというもの。誘致に成功したイタリアンレストラン BIANCO で食事をした。外

を眺めていると、人の回遊性も高まり街が活
気を取り戻しているように見受けられた。町の
特性に合った色んな工夫や知恵の出し方が
あるものだと感じた次第。次は近隣の温泉津
（ゆのつ）、美又も併せてゆっくり温泉の旅
をしたい。 
 
 
有福温泉街  

撮影 塔下和彦 

 

 

 

《イベントのお知らせ＆報告》 

・9月 3日（木）～5日（土）小浜市の街づくり視察旅行 （観光立国・地域デザイン共催） 



元 DF会員の朝倉氏がまちづくりを手掛けた、福井県小浜市を視察します。同市は鯖街道の宿場町
で、自治体との懇談や御食国若狭小浜食文化館、町並み保存などの視察を通して、他の自治体のま
ちづくりのヒントを学びます。報告はＨＰに掲載予定です。 
朝倉昌也氏：元（株）まちづくり小浜会長 
 
問い合わせ先︓ご意見、感想、お問合せなど下記までお寄せください。お待ちしています 
dfchiiki-tsushin@directforce.org 
編集部︓小島千代美・松瀬高志・宮武里美・岡田知之 
 
（編集後記）フレイル予防は他人事だと思っていたが、自分を含む複数世代の取り組みが必要なのだ
と感じた。フレイルがきっかけでコミュニティが形成されると、高齢者が自分の居場所を見つけ元気になる好
循環が生まれるかもしれない（CK） 
 
地域デザイン通信 バックナンバーはこちら https://directforce.net/regional-design/ 
ページの一番下までスクロールしてください。 
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